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1. 事業の現状と課題
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サービス種類
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対面タイプ 手話電話窓口タイプ 社内利用タイプ

窓口や接客などあらゆる
カスタマーサービスに利用可能

お問い合わせ窓口の
手話対応が可能

採用面接～入社後トレーニング、
社内会議での利用が可能

シュアールの提供する遠隔手話通訳サービスは3種類です

電車でスマホを
落とした！

症状を伝えたい、
診察内容を聞きたい！

どうしよう、
子どもが誤飲！

予約キャンセル
しないと…

みんなで意見を
出し合おう！

私の志望動機は
●●です！

駅や病院などの
タブレット ろう者

店舗・事業所
お客様窓口 ろう者 聴者



手話が映える
制服の着用

手話通訳センター概要
対応手話通訳者

手話通訳士9名：フルタイマー4名（内CODA1名） 、パート5名

正社員給与：月額20万円～（＋18000円の資格手当）

パート社員給与：時給1200円～（研修期間除く）

コールセンター所在地

東京都品川区

静岡県浜松市（2019年3月開設予定）

コールセンター対応時間

365日8時～19時
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セキュリティー対策
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通訳センターと一般事務スペースは完全に別室にし、通訳者以外
の入室は基本的に禁止しています。必要があり、入室する場合は
全て記録に残しています。

また、各端末はブースにて仕切り、個人情報や機密情報を保存す
る場合は金庫へ、破棄する場合はシュレッダーを使用し、通訳セ
ンターから情報を持ち出さないルールを徹底しています。通訳セ
ンター内は携帯端末の使用も禁止しています。



日本航空様への導入
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花王グループ様への導入
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大崎市民病院様への導入
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鳥取県様への導入
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コール数の推移
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放棄呼と平均分数の推移
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対応できない事項と解決策
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・110、119
→日本財団の規約上、利用不可となっているため、コールすることができない。
また、システム上も聞こえない人の地域とコールセンターの地域が違うと転送な
どが必要で、利用が難しい。
→→制度上、仕組上の改善が必要だと思います。

・性的なサービスへの利用
→明確に禁止をしているわけではないが、通訳者のほとんどが女性で、不快に感
じるケースが多いという理由から、通訳者が不快に感じた場合は通訳を中止する
ことがある。
→→同時に待機する通訳者が増えれば、最初の通訳者が不快に感じた場合でも、
交代することも可能になり、対応できる可能性が高まる。

・犯罪に関わる可能性のある内容
→海外などでは通訳者の権利が守られており、通訳した結果が犯罪につながって
も罪に問われる事はなく、日本でも同様になると思われるが明確な決まりがない
ので、通訳者保護の観点から通訳を中止することがある。
→→制度やルールが細かく決まれば、安心して通訳を提供できるようになる。



課題①
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・かけ先の理解が得られにくい
→本人確認ができない、通訳者の個人情報がわからないと話
を進められないなどの業務が進まないレベルから、不審がら
れたり、営業やいたずらと勘違いされて怒られるなどのレベ
ルまで、聴者の理解が十分に得られていない。
→→継続して利用する方が増えることで少しずつ変わってく
るとは思うが、聴者に向けたPRも別途考える必要があるので
はないか。

・通訳者の確保が難しい
→背景には、絶対数が少ない事、電話リレーなどが十分に認
知されていない事、地域で育った通訳者が民間企業に対して
積極的に就職しようとしない事などがあげられるが、他の業
種の賃金が上がっている点も課題の一つだと思われる。
→→手話通訳者の養成や待遇改善が早急に求められている



課題②
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・24時間365日の対応が出来ていない
→利用者のニーズは常にあるが、対応する通訳者の確保や待
遇面での問題から、夜間の通訳対応が出来ていない。特に
110や119、医療機関での緊急対応は求められている。
→→制度を考える上で、これらの部分に関しても検討を進め
て頂きたい。

・通訳者の養成
→電話リレーサービスは画面越しの通訳であり、更に全国か
ら様々な内容でコールがかかってくるので、派遣通訳とは違
ったスキルが求められる。しかし、十分に教育できる体制が
整っているわけではない。
→→地域の手話通訳者養成講座との連携など、これまでの枠
組みを超えた対策が必要だと考えられる。



手話と文字の比率
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シュアールは手話専門企業なので、手
話の比率100％です。

文字に関する業務は、株式会社アイセ
ック・ジャパンと業務提携をして提供
しています。

合同会社シーコミュ



ブランド名 アプリ名 開発元 費用など

自社サービス
『モバイルサイン』

マイクロソフト 無料（有料版有）

自社サービス
『モバイルサイン』

Apple 無料

自社開発アプリ
プログレスト 有料

シスコシステムズ、
IIJグローバルソ
リューションズ

有料（1IDごと）
・ハードとセット販売

ソフトフロント 有料（1IDごと）
・ASP月額2000円～
・一括購入モデル有

＊日本財団様より提供 ＊日本財団様より提供 ＊日本財団様より提供

利用システム
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